
日本天文学会2002年秋季年会

N28a 超新星爆発におけるｒ‐過程元素合成―中性子星の質量と組成比の普遍性
―
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鉄より重い元素の約半分を合成するｒ過程元素合成のサイトとして、最も有力だと考えられているのは超新
星爆発である。超新星爆発の環境は中性子星の質量、半径に強く依存しており、これまでの研究から非常に重く
(∼ 2.0M = ⊙)、コンパクトな (∼ 10 km)な中性子星を仮定した場合には、十分重い元素まで合成できるが、典
型的な中性子星として知られている、 MNS ∼ 1.4M = ⊙,RNS ∼ 10 kmを仮定した場合には重元素が合成でき
ないと考えられていた。
これまでの超新星爆発のシミュレーションの多くは、外側の境界条件として、中心か ら 104 kmで約＄0.1

＄MeVを仮定していた。しかし、その後の研究から、超新星爆 発においてｒ‐過程が起こるのは中性子星から十
分離れた領域 (∼ 104 km) であ ることが分かってきた。そこで、その領域で起こる反応を詳細にしらべ、ｒ‐過
程が起こる可能性について調べた。その結果、十分に温度が低い場合には、典型的な中性 子星を仮定した場合に
もｒ‐過程が起こりうることが分かった。
また、近年の金属欠乏星の観測からｒ‐過程元素の組成比は、古い星でも太陽系のよ うな新しい星でもほぼ

等しいことも分かってきた。そこで、この組成比の普遍性が成 り立つ条件についても調べた。


